
校　　長　　菅原　　このみ

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 ご意見

平成２９年度武蔵野市立関前南小学校　　学校評価

評価→　A：十分に達成されている　　B：概ね達成されている　　C：達成がやや不十分である　　D：達成が不十分である　　　　　

○昨年度、新指導要領の改訂を視野に入れ、趣旨を理解し、主
体的で深い学びについて研究発表会を開催した。そこで培った
力が、全教科の中で発揮されており、自分の考えをもち、学習
に対し必然性を感じて主体的に学ぶ姿が見られた。自ら課題設
定をする力がまだ弱いので、今後はその力を高めていく。
○児童の読書量は大変多い。自主的に図書館を利用する率も
高い。

A

○各教科で育成すべき資質・能力とは何かを教師が
十分に理解し、授業改善を進めていく。
○今後も教科との関連読書等、本を読む機会を意識
的に設け、読書の習慣を継続させ、語彙を豊かにし、
感性を育てていく。

○主体的に表現する
児童の育成を図る。

か
し
こ
く

・関前南スタンダードで、生活規律、学習規律を整
える取り組みはよいことだ。根気強く続け、定着さ
せてほしい。
・自主学習応援プロジェクトは、課題について親が
一緒に考えるのも、よいコミュニケーションになる
だろう。親が押し付け、親が答えを与えすぎるのも
よくないが、一緒に悩むことはよいことだろう。
・授業を参観すると、いつも先生方がＩＣＴを活用し
て授業を行っている。素晴らしいと思う。
・まなべえは、学習に補充が必要な子を対象とし
ているはずだが、中には習熟度の高い子も参加し
ていて、そのような子が内容が物足りずに騒いで
いることがあると聞いた。家庭も学校に預けておけ
ばいいという意識はないだろうか。本当にまなべえ
での学習が必要な子に必要な指導が行き届くよう
にした方がよいのではないか。また、指導者につ
いても上手な配置が必要。
・関前南小の子の読書量の多いことは大変喜ばし
いこと。是非、続けてほしい。

○児童に、スタンダードを身近に置き、月に1回自己
評価を行わせ、振り返りを行うことで、意識付けを続
けている。教員全員が共通した指導を行うことによ
り、さらに効果を上げていく。保護者に対してはより丁
寧に意義を説明していく。
○互いの取り組みを交流させ、自主学習の内容の充
実を図っていく。家庭で課題について一緒に悩み、一
緒に解決することも意義のあることであるという説明
を続け、協力を仰いでいく。。
○今後もさらに、ＩＣＴ機器の効果的な使い方につい
て、検討していき、児童の学びを深めていく。
○今年度から特別支援専門員という新しい職種がで
き、特別支援コーディネーターとの連携を取っている。
よりスムーズな連携が図れるように進めていく。

○学習規律の確立、
学習習慣の確立によ
り、確かな学力の定着
を図る。

○児童が、分かった・
できたと思う授業づくり
を行う。

○昨年度「関前南スタンダード」を作成し、学習規律、生活規律
の定着を図っている。児童、保護者にスタンダードが定着してき
ているが、まだスタンダードの内容についての疑問や、表記が
細かいのではと感じる保護者の方も少数いる。
○家庭学習応援プロジェクトを実施して３年目である。自主学習
が定着し、家庭学習応援プロジェクト期間では、ほぼ１００％の
児童が取り組んでいる。期間以外でも、進んで自主学習に取り
組む児童が増えてきた。一部、課題設定に苦しむ子もおり、そ
の児童の保護者も家庭学習の意義に疑問を呈している。
○ＩＣＴの機器が充実し、全クラスで活用している。全教員が、授
業改善に意欲的に取り組んでいる。
○個別支援教室、まなべえ、かわせみ学級への通級の実施に
より、個に応じた指導を充実させている。

B

○あいさつ運動等を通して、全児童があいさつのできる子にと
いう目標をもって取り組んできた。しかし、校内の教員の実感、
学校評価での保護者の意見では、自主的にあいさつする児童
が減っているように感じている。いろいろな取組の結果、このと
ころ、意識が高まってきている。また、校外での挨拶があまりで
きない実情も課題である。
○今年度もふれあい班の異学年交流を通して、互いに思いや
り、集団での役割を自覚しながら活動することができた。６年生
を中心に、上学年が下学年をリードできるようにしてきた。上学
年と下学年の心の交流を大切にしていく。

・学校に来るたびに子どもたちは必ず挨拶をしてく
れる。関前南小の子は、挨拶はよくできていると思
う。
・地域での挨拶は、大人からもするべきで、大人が
挨拶をすれば子どもは必ず返してくる。むしろ、大
人の方が挨拶できない人がいるのでは。
・近隣の子どもが下校をして来た時に「おかえり」と
声をかけると戸惑っている。防犯パトロール等で見
守っている方々は、「こんにちは」に統一したそう
だ。こちらからの挨拶の言葉も考える必要がある
だろう。

･いじめ防止について、子どもたちが自分たちで考
え、それを「関前南小学校いじめ防止基本方針」と
して掲げてあることがとてもよい。身近に感じら
れ、意識して生活できるだろう。

《学校関係者評価を受けての改善方策》　「関前南スタンダード」は、引き続き毎月児童に振り返りを行わせ、より多くの児童に定着するように続けていく。自主学習応援プロジェクトについて
は、その意義を再度保護者会などを通じて保護者に伝え、協力を仰いでいく。まなべえの運営については、より高い効果を得ることができるように、募集の仕方や内容について見直し、計
画的に進めていく。

《学校関係者評価を受けての改善方策》　挨拶については、良い評価をいただいた。しかし、やはり「自分から」「相手の目を見て」「明るく」挨拶できる子となかなかできない子がいる。今後
も取り組みを続けていｌく。子どもたちが地域行事に参加した折に地域の方の顔を覚え、その方々には積極的に挨拶できるように指導していく。

や
さ
し
く

○相手を理解することから相手を尊重する気持ちが
育まれる。今後も体験活動を大切にし、思いやりの心
につなげていきたい。

○朝会で計画的に全学年から「取組発表」を行わせ、
自分が頑張って取り組んだことを全校に向けて発表さ
せ、自信につなげている。授業や生活の中で、達成
感を感じる場面をより多く作っていく。家庭にも良い面
を伝え連携して育てていく。

○学校では、生活指導の「スマイルキャンペーン」、代
表委員会児童による「あいさつ運動」、６年生による
「あいさつ週間」を設け、あいさつの習慣が身に付くよ
うな取り組みを行っている。学校の中だけでなく、地域
に出ても同じように自主的に挨拶ができるよう指導を
続ける。地域行事に参加して地域の方の顔を覚え、
顔見知りになった人に対して、安心して挨拶するよう
指導していく。
○上学年の姿勢を学び、下学年を慈しむ大切な場で
あることを常に意識させて活動させる。

○児童の声を取り入れた関前南小いじめ防止基本方針、ＳＮＳ
子どもルールを作成し、いじめ防止に向け意識付けを行ってき
た。もめごとはあるが、いじめに発展する前に未然に防ぐことが
できた。
○目や耳に障害のある方の話を聞く機会や高齢者について学
んだり交流したりする機会、東南アジアの子どもたちの生活の
様子を知る機会などを設けることにより、いろいろな立場の人へ
の理解を深めることができた。
○全校朝会や学級の児童の中で、児童の良い面を認め、紹介
し、自己肯定感を高めるように努めた。自己肯定感の低い児童
に個々の対応が必要である。

A

A

○人権教育を推進し、
いろいろな人への理解
を深めることで、人権
尊重の意識を育む。

○あいさつ・返事・言葉
遣いを大切にし、温か
い人間関係を育む。



項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 　　　ご意見

「自分の身は自分で
守る」という意識を育
み、自己管理能力を
高める。

○様々な場面を想定した避難訓練を行っている。事前事後の指
導を行うことにより、自助の方法を学ばせている。(３学期は予告
なし）
○３年生が地域安全マップ作りを行った。自分の住む町のどこ
にどのような危険が潜んでいるのかを知り、意識化を図った。
○４年生の社会科見学で「ソナエリア」の見学に行った。大地震
後の街の様子を疑似体験し、防災について考える機会とした。

B

○「自分で自分の身を守る」意識をさらに身に付けさ
せていく。「落ちてこない・倒れてこない・動いてこな
い」場所を見つけるよう、意識させて生活させる。
○安全指導は、定期的かつ適宜指導しながら、教員
と児童の意識を高めていくようにする。

た
く
ま
し
く

基本的な生活習慣の
定着を進める。

○「関前南スタンダード」を作成して２年目となる。学習規律・生
活規律をすべての児童に定着させていくことが課題。
○「姿勢すっきりタイム」を回数を増やして継続している。正しい
姿勢についての意識が高まっている。本校の取り組みが武教研
保健部で取り上げられ、武蔵野市の全小学校に広まった。

《学校関係者評価を受けての改善方策》　地域との連携の深さを大切にし、本校のよい伝統を継承・発展していくことができるように、保護者会や学校便り等を通じて発信
していく。児童一人一人を大切にするためにも、保護者とに経営方針を伝え、学校と保護者が同じ方向を向いて連携していくことができるように、丁寧な対応を続ける。

保
護
者
地
域
と
の
連
携

。姿勢すっきりタイムが武蔵野市内の他校に広まっ
たことはいいことだ。
・あそべえの時にも気を付けているが、低学年トイレ
の使い方がよくない。対策を考えた方がよいだろう。
・「投げる」授業を我が子も受けた..。帰宅後、おもし
ろいからキャッチボールをやろうと誘われた。投げる
ことに興味をもったようだった。中央公園まで出かけ
ていき、キャッチボールをしている。
・今の時代は、野球やサッカークラブに入っている等
運動の仕方が特化している。また、子どもがボール
を投げたり蹴ったりして遊べる公園もほとんどないの
はかわいそうだ。
・関前南小の校庭は広いので、たくさん遊ばせたい
が、バットなどの遊具は使えるとよいが、安全面の問
題が出てくるのだろう。
・防犯に関して。不審者は入ろうと思えばどんなに施
錠をしても入って来る。むしろ、入られた時の対策を
万全にするようことが大切だろう。
・関前南小は、地域の方々、ＰＴＡの方々が頻繁に出
入りしている学校である。実は、そのことが防犯上た
いへん有効となっていると思う。

・セカンドスクール等のホームページへのアップを早
く行うことに意義があるのだろうか。この学校は、先
生方が少ない人数で頑張っているのだから、ホーム
ページに気を取られずに、現地での活動そのものに
集中させてあげたらよいのにと思う。
・保護者の皆さんは、スマートフォン感覚で、リアルタ
イムな情報が欲しいのだとは思うが、少し待ってもよ
いように思う。
・本校は、親が学校行事や学校公開など、学校に来
やすい雰囲気があると思う。保護者との連携は、よく
とれているのではないかと思う。
・本校は、保護者、地域を含めて、大人同士のコミュ
ニケーションが取れているところがとてもよいと思っ
ている。その子の親の顔が分かるというのは、とても
大切なことではないだろうか。保護者同士、話が通じ
合うということは、何かあった場合でもきちんとした対
処が取れるのではないかと思う。
・本校は、ＰＴＡもよく頑張っているし、関前お父さん
の会も頑張っている。学校、地域ともに大変風通しが
よい。新しく住民となった方にもこの雰囲気を伝えて
いくべきだろう。

B

○全学年の研究授業を行うことができた。体育で
行った運動を児童が外遊びに取り入れて遊んでいる
姿が見られるようになってきている。
○職員が校庭で児童と共に遊ぶことを継続していく。
○ジャイアンツアカデミーのコーチをゲストティー
チャーに招き、３年生に「投げる」授業を行った。投げ
ることを中心とする楽しみながら行うゲームも指導し
てもらったので、それを他学年にも取り入れていく。

B

運動に親しみ、健康
な体づくりに関心をも
つ。

○学校評価の自由記載でプレセカンドスクールやセカンドス
クールのホームページへの更新が早くなってよかったとの記載
があった。しかし、そのために、現地や校内の教職員の負担は
重くなっている。ホームページにアップすることよりも、現地の活
動の充実、安全確保を大切にしたい。
○学校公開日や行事などを通して児童の姿を公開することが本
校の教育活動の発信となると考えている。

○保護者会、学校便りなどを通じて、学校と保護者との共通認
識、連携が重要であることを伝えている。必要に応じて保護者と
の面談をし、保護者の心情を積極的に理解し、共通の認識を
もって児童の指導に当たっており、一定の効果は出ている。
○学校公開日や保護者会を充実させることで、保護者の来校を
促し、保護者同士が交流することで円滑に互いに協力し合うこ
とができるようにしたい。

○校内研究会において「体育」を中心とし、主体的協働的な深
い学びを探っていくと共に、体を動かす楽しさを体感させてい
る。
○休み時間は全員外遊びを励行している。看護当番が見回り、
教室に残留児童がいないようにしている。
○関前場所、関ランタイム、大縄大会等、全校一斉に取り組み、
進んで体を動かす機会を作っている。
○スポーツテストの結果では投げる力が全体的に弱いので、授
業や遊びの中に取り入れていく。

A

○児童の生活習慣の確立に効果があった。今後も家
庭との連携を図っていく。月１回の振り返りの結果を
家庭と共有し、改善に努めていく。
○姿勢すっきりタイムと併せて、養護教諭の保健指
導の中で、「姿勢について」の指導を全学年に行っ
た。正しい姿勢に対する意識が高まってきている。

《学校関係者評価を受けての改善方策》　体育の授業の中で運動に興味関心をもたせ、楽しさを味わわせる。生涯体育に通じるように校内研究を進め、体育の授業改善を推進していく。来
年度もゲストティーチャーを招聘し、運動に親しむきっかけづくりを行う。安全指導に関しては、不審者対応訓練の充実を図るとともに、いろいろな場面を設定した避難訓練を計画し、実施し
ていく。低学年トイレを清潔に適正に使用するよう指導すると共に、手立てを取り改善を進める。

A

○地域行事に参加しながら、児童に「地域の未来を
担う子」としてこの地域のよさに気付くように伝えてい
く。効果的な地域の人材活用をさらに進め、職員や
子どもが地域とのつながりを実感し、顔見知りにな
り、安心してあいさつができる地域の人の数を増やし
ていく。

A

○ホームページのアップの方法が改善された。可能
な限り早く更新するが、学校からの便りを重視した
り、公開日などに子どもの様子を実際に見たりするこ
とも重視してほしいことを伝えていく。
○学校公開や行事後のアンケートの意見を大いに参
考にし、改善する姿勢を見せていく。

地域の行事への参加
や、地域の人材の活
用を図り、地域と連携
して児童を育てる。

○地域コーディネーター、スポーツ推進委員に活躍していただ
き、たくさんの授業協力者を得ることができた。
○地域の行事について児童に知らせ、児童の参加を呼びかけ
ている。教員の地域行事への参加の意識は高い。
○授業やクラブ活動、まなべえなどで、地域人材を大いに活用
している。

保護者と共通の認識
をもち、連携し合って
指導を行う。

○家庭と連絡を取り合うことにより、児童に効果的な
指導を行うようにしていく。家庭での子どもへの働き
かけも具体的にお願いしていくようにする。担任と保
護者との連携を深めていく。

○保護者同士の風通しの良い関係づくりに配慮して
いく。それが、互いの子どもにとって良い影響を与え
ることを伝えていく。

情報発信と情報交流
により、学校の教育
活動への関心を高
め、協力を仰ぐ。


